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0．はじめに
　現代中国の文芸理論家で詩人の胡風は、その
文芸思想の形成において魯迅の影響を受けてい
ると言われている。それでは彼は、具体的には
何をどのように受け取ったのであろうか。魯迅
の文芸思想の中心となるものはどのようなもの
で、それをどのように表現し、自己の中にどの
ように位置づけようとしていたのであろうか。
　筆者はここ数年、この点を明らかにしたいと
考え、そのための作業として、胡風の、魯迅お
よびその文学に言及された文章の通読を試みて
いるが、本稿では、そのうち1927年から1939年
までに執筆された8編の資料について、その内
容を整理検討し、筆者なりに感じたこと、考え
たこと等をまとめてみたいと思う。なお訳文中
の［］は筆者による訳注である。
1．胡風の著述にみる魯迅とその文学
以下、8編の資料の内容を具体的に見てゆく
ことにする。
1）魯迅に送った：書簡（1926年1月17日）
　胡風は1925年に北京で、北京大学予科と清華
大学英文系本科一級に合格し、北京大学で魯迅
の「中国小説史」などの講義を聴講した。魯迅
は日本の英文学者厨川自村の『苦悶の象徴』を
翻訳して教材に用いており、胡風はこれを聴講
した後、翻訳の訳文中の誤りを指摘する書簡を
魯迅に送っている。（、）
魯迅先生：
　『苦悶の象徴』45頁『真夏の夜の夢』の訳
文の、第三、第四行は、どうも原文の構造に
ついて少しばかり誤解があるようです。
　原文第三行And　as　imagination　bodies
forth　the　forms　of　things　unknownは、一つ
の従属節（Subordinate　clause）であり、その
中の想像（imagination）は主語、　bodiesは動
詞、formsは目的語です。次のthe　poetic　pen
……ﾍ主節（main　clause）です。この二つの
文の大意は、
　そうして、想像が未だ曾て世に知らざるの
　事物の形を具体化するに随れて、詩人の筆
　はそれに定形あらしみ……
　原訳の重要動詞“提出”は原文にはなく、
また原文のimaginationは形容詞の“想像
の” m原文“想像的”］と訳されていて、動詞
bodiesは名詞“形体”（原文は“形象を構成す
る”［原文“構成形象”］の意味）と訳されて
いて、双方の違いはとても大きいです。
　英語を学び始めた者は、対訳の文章を見か
けると、きまって好んで対照しながら読みま
すが、この点の偶然の発見は正しいかどうか
分かりません。
　　　　　　　　　　　　　張光人　敬具
国際教養
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　書簡中には「英語を学び始めた者は、対訳の
文章を見かけると、きまって好んで対照しなが
ら読」むと書いているが、南京での中学時代か
ら魯迅の著作を愛読し、敬愛の念を抱いていた
胡風は、魯迅の文学活動の跡を辿ってみたかっ
たのかもしれない。
2）『文学与生活』（『文学と生活」1936年7月
　29日）
　『文学与生活毒は、1936年、生活書店の編集
者である張仲実が編んだ『青年自学叢謝に応
じて、一般の文学青年と青年作家の参考とする
ために書かれた。（2）全五章から成るが、そのうち
二箇所で魯迅に言及されている。’
　「第三章・文芸姑在比生活更高的地方」（「文
芸は生活より更に高い所に立つ」）において、胡
風は、「文芸作品の価値は何によって決定される
のか」という点について、「文芸は生活の反映で
ある」とし、「……文芸は決して生活の複写では
なく、文芸作品の表現するものは、作家が生活
の中から抽出した、作家の主観活動と化学作用
を起こした後の結果でなくてはならない。文芸
は生活の奴隷ではない。目前の生活への屈服で
はない。それは生活より更に高い所に立ち、生
活を前に向かって推進する力をもたなくてはな
らない。」と述べている。そして魯迅の「我急麿
倣起小説来」より、小説を書き出すとなると、
fどうしてもいくらか自分の主観というものが
はいるのを免れない」、小説の材料は「多く病態
社会の不幸な人々の中から採り、その意味は病
苦を暴露し、治療の注意を引きおこすことに
あった。」と述ぺた箇所を引用し、上述の胡風自
身の文芸論にもとついて、創作活動における作
家の主観、すなわち自己の所属する社会層の生
活から生み出された作家の主観の作用に重点を
置きつつ、魯迅の劔作方法を論じている。（3》
　いわゆる“主観”［原文“主見”］、いわゆる
“人生のため”、いわゆる“この人生を改良し
ようとする”とは、作家の主観の欲求、主観
の理想を説明していないだろうか。しかし彼
［魯迅を指す］の言う“主観”は現実生活の
外部から何の拠り所もなくもってきたもので
はなく、これは彼の作品を一読すればすぐに
わかる。たとえば、彼は農民、農民の苦痛、
悲哀、圧迫され躁躍された生活を描いたが、
この描写の中から作者の態度が滲み出てい
る。彼の同情、彼の悲憤、彼の、このような
暗黒の現実に対する反抗。このような主観条
件がなければ、彼は、すでに書いているあの
ような作品を書くことはできなかったであろ
う。そしてこあような主観条件は、作者本人
がいかに養おうとも、客観的に言うならば、
それは困窮した農民の生活を以て地盤とし、
彼らの欲求、彼らの“夢想”、および彼らの生
活に対する批判を述べているのである。言い
換えるならば、作家の主観を通した後、創造
されて成功した作品は、実際の生活よりも更
に高く、実際の生活を推進する力をもってい
るのである。
　「第五章・民族革命戦争与文芸」（「民族革命
戦争と文芸」）では、当時の中国は「帝国主義統
治下の半植民地」状態であり、一方で「日本帝
国主義漢好売国奴が一歩一歩進攻」し、一方で
「全人民抗日の民族革命戦争が準備され、成長」
しつつあり、このような情況から、「現在の文芸
創作主題の方向が生み出され、民族革命戦争時
期の生活の様相を多様に反映」している、とし
ている。そして「抗日の民族革命戦争運動は、
中国民族が対外的に生存を争い、対内的に進歩
を争った革命運動史から発展し、成功したもの
であるのと同様に、創作上のこの主題方向は同
時に革命文学運動の一つの発展でもある。」とし
て、魯迅の「論現在我椚的文学運動」より、「民
族革命戦争の大衆文学」というスローガソの提
起は、無産階級革命文学運動を停止するもので
はなく、「一切の闘争を、抗日反漢好闘争という
この全体の流れに合流させるものである。」と述
べた箇所を引用している。さらに、民族革命戦
争という運動は、「一切の生活の紛糾と関連して
いるものであり、そのため、この主題の視野は
無限に広大で、その内容は無限に豊富である」
と述べ、魯迅の同じ文章より、創作は狭くすべ
きではなく、「民族革命戦争の大衆文学」は、「現
在の中国の各種の生活と闘争の意識を描写した
一切の文学を包括するほど広範なものである」
と述べた箇所を引用している。（4）
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3）「悲痛的告別」（「悲痛の告別」1936年10月
　29日）
　魯迅死去の十日後に書かれたもので、この間
の胡風の心情が述べられている。さらに晩年の
魯迅の病床でのエピソード、すなわち新聞を欠
かさず読んでいたこと、ゴーリキーに関する記
事、児童欄の記事に立腹したこと、郵便物も欠
かさず読んでいたこと、映画を鑑賞した時のこ
となどである。そして10月20日の葬儀場での
光景が述べられている。以下に全文を訳出す
る。（s｝
　魯迅先生一祖国の自由と進歩のために一
生闘った偉大な先駆者、損害を被り侮辱され
た者の詩人、永遠に疲れることを知らず屈服
することを知らない戦士、赤誠の同志が最後
の呼吸を止めて以来、今日までに、すでに十
回、日が昇り日が沈んだ。先生の仁愛の光輝
に照らされた、先生の鋼鉄の戦闘意志に育て
られた無数の人々と同じく、私は莫大な悲痛
を経験している。しかし、先生の遺体に付き
添った最初の四日間にせよ、自ら一万人余り
の敬慕者の哀悼の行列の中に参加し、遺体を
墓穴に送り届けてから以後にせよ、先生の影、
声、笑顔が、どうしても絶えず私の混乱する
頭の中にきらめき現れ、追憶の悲しみが私を
覆い、私は論理的な言葉でこの損失の重さを
推し量ることができない。
　「私はまるで一頭の牛で、食ぺるのは草で、
絞り出すのは牛の乳、血である。」夫人景宋女
史の弔辞から先生自身の言葉を引用して、彼．
の苦闘の一生を悲壮に描写した。自分を顧み
ず、敵を容赦せず、若い世代の育成を忘れず、
先生はこの大いなる勇者の精神をずっと保ち
続けた。たとえ、それによって得た報いが困
苦であり、嘲笑であり、包囲攻撃であり、迫
害であり、自分の心身の過度の消耗であった
としても……。
　最近半年間、先生の日々は、その殆どすべ
てを病床で過ごした。しかし、何と強情な病
人であったことだろう。横になって身動きで
きない日を除いて、ただ新聞についてだけ見
ても、彼は一日たりとも読むのを欠かさな
かった。これによって彼は、ひどく憎んだ下
劣、虚偽、暗黒を見ざるを得なかった。彼の
神聖な憤りの火を引き起こさざるを得なかっ
た。これは彼の病体にとって有害なことで
あった。しかし夫人であろうと、友人であろ
うと、医者であろうと、誰も彼に禁止する、
　　　　やあるいは止めるように言うことはできなかっ
た。永年精錬されてきた彼の戦闘の心は、身
体がどうにか動きさえすれば、一刻たりとも
休もうとはしなかった。
　ゴーリキーの死後、ある大新聞に載った小
伝の中に「前半生は放蕩を好んだ」という言
葉があり、先生はそれを見て大いに腹を立て
た。これは死者に対する侮辱である、と言っ
た。さらにもう一度、さらにひどく腹を立て
たのは、北四川路で暗殺事件が発生して以後、
ある新聞の児童文芸欄の短い論説を目にした
時で、記事によると、中国人が外国人を殴り
殺したら、その罪名は中国人を殴り殺すより
も、倍重くなるべきだ、というものであった。
一見して先生はいたく憤慨して言った。「病気
のために頭を使う本を読むことができない
が、しかし新聞はどうしても読まないわけに
はいかない。児童の読み物をめくればなんと
もないはずだと思っていたが、めくるとこん
な物が出てきた！どういう事だ！中国人の生
命が外国人よりも安いとは、もうすでに人に
替わって子供に奴隷根性の思想を教え始めて
いる……。」この事について、彼は長いこと腹
を立てており、さらに一編の『立此存照』を
書いたようであった。今思えば、初めての小
説の中で「子供を救え」という絶叫を叫び、
その後、多くの心血を児童文学に分け与えた
先生、一昨年、一週間の時間をかけて『表」
を翻訳し終え、そのため病気になった先生は、
当然このような卑劣な説教を受け入れること
はできない。今回、葬儀場にいた三日間に、
私は、たくさんの幼い者たちが心を込めて、
先生の遺体のお顔に向かって身体を曲げてい
るのを目にした。私は、労苦の表情の小学校
の教師が幼い者たちを連れて、芝生の上に座
り、厳かに何かを説明しているのを目にした。
その時、私は熱い涙を浮かべて心の中で叫ん
だ。「幼い兄弟たちよ、これは、広く豊かな愛
の心であなたたちを気遣う、あなたたちの最
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大の敬礼に値する愛しき人だ。しかし今、彼
は永遠にあなたたちから離れて行ってしまっ
た……。」
　新聞のほかには郵便物である。これも彼に
読ませなくすることはできなかった。しかし、
原稿の紹介を頼むもの、彼が返事を書かない
ことを非難するもの、彼に事務を行うよう催
促するもの、様々な請求、様々な非難……。
どの件に対しても真実の反応を示す先生、現
在、時々目にした病中の彼の憤りの表情を思
い出すたびに、心の痛みを禁じ得ない。手紙
を読んではいけないと勧告を受けた時、先生
の答えは「読まないと寂しさを感じる……」
先生の心は人を愛しているのであり、先生の
心は人の暖かさに期待しているのだ……！
　薬で熱が下り、動きまわれる時には、彼は
すぐに仕事に着手した。永年精錬された戦闘
の心と仕事の習慣は、彼に休養とは何かをわ
からなくさせていた。この凄は彼の病体に
とって有害であったが、しかし夫人であろう
と、友人であろうと、医者であろうと、誰も
　　　　　　　　　　　や彼に禁止する、あるいは止めるように言うこ
とはできなかった。熱が再び上がるごとに、
それは仕事をしたのが原因だと彼に言うが、
彼はいつもすぐに否定する。かつて夫人とこ
のような言い争いがあった。夫人が、仕事を
するから発熱するのだと言うと、彼は、いつ
発熱するかわかっているから急いで仕事をや
り終えたのだ、と言う。冗談なのか、本気な
のかわからないが、その後、ついにこのよう
な理論を言い出した。もし発熱することがな
ければ、当然仕事をしてかまわないが、もし
発熱しそうであれば、急いで仕事をしなけれ
ばならない。五十六の年齢であり、その上さ
らに長患いの身であり、このような生命を顧
みない戦闘の精神は、人をただ感泣させるの
みであった。この間、600ページ前後の『海上
述槻下巻の校正をやり終え、翻訳原稿を整
理し、多くの長短様々の文章のために少なか
らぬ返事の手紙を書き、さらにいくつかの本
を毘版する計画を立てていたようである。
一どうも先生の文章の中で読んだらしいの
だ渉、ある一人、自分の心臓をたいまつにし
て人類のために道を照らす神がいたが、先生
自身が、最後の精力、最後の血液すらも中国
人民を育てる仕事の中で用いたのであり、f女
弔』のように、硬い氷のような筆致で封建重
圧下の千古の冤罪と抑圧された者の果てのな
い憤怒を書き表したのである。作者が不治の
悪病に苛まれること半年の老人であることを
考えると、誰もが無言でこうべを垂れるので
ある。
　先生の最後の時間は、このように喜びのな
い環境であり、このように鮮血を帯びた苦闘
であった。しかし、幸運にも一度、僅かこの
一度だけかもしれないが、先生は大いに喜び
を感受した。それは、プ…一シキソの小説から
製作された映画『ドゥブローフスキー』（『復
仇艶遇』）を見たことであった。どうもその後
の数日間、先生は人に会うと、ひとしきり称
賛した。その後、夫人の景宋女史が言うこと
には、あれを見てから以後の先生は、まるで
お気に入りのキャソディーにありついた小さ
な子供のように喜んでいたそうである。
　先生の喜びの称賛を聞きながら、私はこの
ように言った。
　「ドゥブローフスキーとチャパーエフ（夏
伯陽）［『夏伯陽』．とは、英雄的な赤軍の指揮
官を描いたソ連映画『チャパーエフ』の中国
語題名］の言う人生は違っているけれど、し
かし、映画製作の手法上、少しばかり似通っ
たところがあり、結末で、チャパーエフが用
いたのは復讐の数発で、ドゥブローフスキー
が用いたのは復讐の一発でした……」
　先生はすぐにそれを受けて続けた一
　「そうですね、私は始め、なぜあのように
満足を感じたのか、わからなかったが、後で
考えてみて、あの最後の一発と大いに関係が
あることに気づきました。もし、あの一発が
なかったら、恐らくいい気持ちにはならな
かったでしょう。悪には悪の報いがあるとい
うやり方は、時として使わなくてはならない、
ということですね……」
　そして先生は笑った。無邪気に笑った。た
だ彼の顔の上でだけ感じることができたので
あるが、すべての憂慮を振り払い、すべての
知恵を昇華しており、まるで力強い古い松の
木に、艶やかな花が咲いているようであった。
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　私は、淡い秋の陽が降り注ぐ帰り道を歩い
ている時、黙々と先生の笑顔と彼の心情のこ
とを思い出した。先生の作品の中では、一度
も敵の力を軽視したことはなく、一度も穏便
に済ませる勝利を暗示したことはなく、先生
の思想力の偉大さは、むしろ作品中の人物の
犠牲によって暗黒の真相、残酷を啓示し、そ
れに対する無比の憎しみと戦闘の熱意を養っ
たのである。しかし先生は今日無邪気に笑っ
た。私が想像するに、スクリーソ上の最後の
一発は、どれだけ先生の病弱な心を圧迫する
重い悲憤を晴らしたであろう。私にはわかる、
病気中の先生は、このような僅かばかりの喜
びでさえ、喜ぶべき、決して容易でない事な
のである。
　しかし、たとえ精神がどんなに強健であっ
ても、肉体の衰えは、ついに彼に戦闘の筆を
置くことを迫った。三十年来の戦闘の生涯が
蓄積してきた無比の知恵、強靭な熱力、聖潔
な人格は、ひとたび永恒の無有に落ち入ると、
私たち若い世代にとって、これはなんとも大
きな悲痛であった。三十年前、すでに祖国の
自由と進歩を勝ち取り、勤労大衆の解放を勝
ち取る志願は開始されていたが、三十年来、
彼らに対して軟弱であったり、あるいは妥協
したりするような様々な凶暴な仇敵はいな
かった。今日に至り、先生はついに、覚えず
これらを完全に後進の戦闘者たちに手渡さざ
るを得なかった。そして、ひとたび行けば再
び戻れぬ休息の境地へと踏み込んだが、これ
も決して彼自身が大いに安心できる事ではな
い。
　先生の闘争の生涯の中で、かつてこのよう
な希望を表明したことがある。「世界に現存す
る人種の事実から見ると、将来必ず、より高
尚で、より円満に近い人類が出現することが
確信できる」（『熱風』を見よ）、晩年に至り、
雄壮に「事実の教訓から、ただ新興のプロレ
タリアートのみに将来があると思う」（『二心
集・序言』）という結論に達した。先生の一生
の銀苦の仕事が、このような一本の大きな路
を切り拓き、先生自身は、現世界で新しい人
類誕生のために自分の生命の万丈たる光芒を
捧げた巨人の一人である。
　言うまでもなく、先生は、身に及んで彼の
理想の実現を目にしておらず、彼の理想の花
に感激の熱い涙が注がれる、ということはな
い。臨終の時、なおも祖国の大地に跳梁する
仇敵の凶悪な顔つきを目にせざるを得ず、歴
史の車輪は一歩、ゆっくりと歩んだが、先生
自身は一歩、速く行かれた。これはどうあろ
うとも致し方のない、生涯の恨みとなる事で
ある。
　遺体のお顔を仰ぐ時間は9時からとなって
いたが、20日の朝6時前後には、もうすでに
一群の青年男女が葬儀場にいそいで駆けつけ
ていた。彼らは先生の遺体のお顔の前で、厳
かにこうべを垂れ、ある者は低い声ですすり
泣いていた。先生の精神、先生の理想は、す
でに幾千万もの勇敢な青年男女の心の中に生
きている。これは私たちが早くから確信して
いたことであった。しかし、目前の事実に、
初めて私たちの肉体の感覚器官が接触し、燃
焼し出したものは、先生の三十年来の仕事が
蒔いた火種である。その悲哀している青春の
生命を見ていると、一種の感激と悲痛が混ざ
り合い、私は満面の涙となった。私は知って
いる、先生はすでに幾千万もの青年男女の心
の中に生きている、ということを。
　友人の皆さん、兄弟姉妹の皆さん、私たち
の愛の心、私たちの悲痛、私たちの憎しみを
一つに溶け合わせよう。先生が切り拓いた道
は私たちの前に展開されている。先生が描い
た仇敵は私たちの周囲を取り囲んでいる。先
生の、正面からの攻畢を撃退し、密かに放た
れた矢のごとき中傷にも耐えられる、何物も
恐れない精神を用いて、初めて先生の志願を
継ぐことができるのである。
　友人の皆さん、兄弟姉妹の皆さん、私たち
の愛の心、私たちの悲痛、私たちの憎しみが
溶け合った偉大な力とひきかえに、近い将来、
先生の理想は祖国の大地に、たくさんの花が
咲き乱れるように実現することであろう。そ
の時、私たちが再び来て哀悼すれぽ、先生の
涙の中には熱狂の息吹が混ざっていることで
あろう。
　　　　　　　　　　十月二十九日早朝
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　新聞の児童欄の「中国人が外国人を殴り殺し
たら、その罪名は中国人を殴り殺すよりも、倍
重くなるべきだ」と述ぺた記事に対して、「子供
に奴隷根性の思想を教え始めている」と言って
腹を立てた魯迅、その彼は最初の小説の中で「子
供を救え」と叫び、その後も多くの心血を児童
文学に注いでいたことを挙げ、さらに葬儀場で
の幼い者たちの様子、青年男女の姿に「先生の
三十年来の仕事が蒔いた火種」を見、それを「先
生の精神、先生の理想は、すでに幾千万もの勇
敢な青年男女の心の中に生きている」と表現し
ている。ここに胡風は、魯迅の次世代への希望、
次世代の育成を見い出している。
4）　『大魯迅全集』「解題」（改造社、1937年1～
　8月）
　日本の改造社が出版したr大魯迅全集』全7巻
のうち、雑文を収めた第3、4、5巻の「解題」
を胡風が書いている。日本語で書かれたもので
ある。（6）
　第3巻の「解題」（1月22日付）では、魯迅
の文学的活動の発端として、周作人との共訳『域
外小説集』と『集外集』『墳』に収められた文章
を挙げ、解説している。（7）
　「スパルタの魂」は一九〇三年に、その他
は一九〇七年に、難解な古文で書いたもので
はあるが、彼の後の戦闘的生涯の地本を造つ
てゐる。「スパルタの魂」では作者自身の祖国
の自由のための燃えるやうな熱情で、スパル
タの史実を描き、「人の歴史」では進化論を紹
介し、「科学史教篇」では科学史から得られた
教訓を述ぺた後に「美上の感情」と「明敏の
思想」の発露としての文芸を科学と同時に重
んじなければならないと結論し、「文化偏至
論」では当時の富国強兵説と、欧米からもた
らされた代議制政治の主張とを思想的に批判
しつつ、圧迫されて来た個性の解放と健全な
人間の創造との必要とを叫び、「摩羅詩力説」
ではパイロソ、ブーシュキソ、レールモソト
フ、ピトフェイ等若干人の反抗的な、いはゆ
る悪魔派（摩羅とは印度語で悪魔をいふ）の
詩人について書いた。これ等は当時の孫文を
も含めてのあらゆる革命者より遥かに根本的
な奥所に立つてゐたものである。東京で文芸
運動を提起しようとしたことも、又当時国民
党（当時は同盟会と言った）と対立してゐた
光復会に入つたのもこれによつて説明され得
る。
　東京での文芸運動が失敗に終わり、その十一
年後の1918年、「水に溺れた人間が底流に押さ
れて水面に浮び上つたやうに、彼は前よりも戦
闘的な姿を以つて漸く立ち現れた」としている。
続いて五・四運動についての認識が述べられ
る。（8｝
　一九一九年の五・四運動は余りにも有名な
事件である。欧州戦争を契機として台頭し
つXあつた民族資本階級は、意識生活に於い
ても又経済的政治的地位に於いても、懸命に
封建的姪楷を破らうとしてゐた一方、強力な
攻勢を取つて圧し懸つて来た侵略的外力に抵
抗しなければならなかつた。この民族資産階
級の欲求の顕現に外ならぬ五・四運動は、一
九年五月四日の対日外交のための北京学生騒
動を出発としたけれども、イデナロギー的素
地は既に二三年前から準備されて来てゐたの
である。五・四運動の旗としての雑誌「新青
年」は一九一六年に発刊されてゐた、そこに
科学的哲学的及び政治的啓蒙は既に始つてを
り、胡適、陳独秀の文学革命論は提唱と実行
とを見られてゐたのである。
　そして魯迅の「狂人日記」とその彼の彼の文
学活動について、
　これは白話で書かれた最初の現代小説であ
つたばかりでなく、燃える情熱を込めた芸術
の言葉での、数千年来の暗黒な封建勢力に向
つて億萬人の叫ぶことを欲して得なかつた洪
大な柄賊であつた。
　この最初の作品からも既に運命づけられて
ゐた如く、魯迅の文学する心は実生活の材料
を以つて一個の芸術的世界を造らうとするよ
りも、単刀直入に眼の前にある反動勢力に、
身を以つて突き入つて往かうとするものであ
つた。
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としている。（g）続いて1924年の「国共聯盟」か
ら27年の蒋介石クーデター、上海への脱出、革
命文学論争までの魯迅の動静が述ぺられてい
る。
　第4巻の「解題」（4月30日付）では、『而已
集』『三閑集』に収められた雑文について言及さ
れ、さらに1930年の「自由運動大同盟」と「中
国左翼作家聯盟」結成後の、魯迅の「転向」問
題について述べられている。（1。）
　こエにいはゆる魯迅の「転向」問題に衝面
する。魯迅自身は言ふまでもなく、およそ彼
に対してやX深い理解を有するものは、彼の
中に一つの立場より他の立場への「転向」は
存在しなかつたことを見るだらう。無論彼の
戦ひの出発は進化論であつたが、しかし彼の
進化論は反動勢力（民族的な残酷な敵と民族
的な暗黒な伝統）の清掃と圧迫された民衆の
解放とに核心を置いてゐた。彼は神聖なる憤
火と鉄のやうな闘志とを反動勢力にさし向け
たが、如何なる「未来の黄金世界」をも自分
の旗に記すことなく、たS’人を感泣させる確
信を以つて、民衆に光明ある未来の存在の希
望を起させたX’けで、その未来がどのやうな
相貌をもつかは民衆自身の選ぶに任せた。「自
からは因襲の重担を背負いつX、暗黒の間門
を肩に支へ、彼等をして寛闊に又光明ある処
に往かせよう……」（本全集には省略された
r墳』の中の「我々は今日如何なる父になる
べきか」による）。世界は進化し、圧迫と暗黒
とのなくなつたところに、新しい人間が必ず
や生れて来るだらうといふ確信からであつ
た。だから、時勢の暗黒化によつて心境の沈
欝にされることはあつても、人類の解放への
進行に影響された思想の成熟と発展とはあつ
ても、彼が根本的に、圧迫されてゐる民衆の
側に立つてゐたことには変わるところなく、
未来への希望は失はれることはなかつたので
ある。現在の中国に彼が生きて往く限り、当
然彼は「新興の無産者」のために力を尽すこ
とになる外はなかつた。これは中国革命文学
の父としての、戦闘的リアリストとしての、
魯迅の真実の姿であった。
　そして「無産階級文学理論を建設するため」
の翻訳活動について触れられている。
　第5巻の「解題」（8月5日付）では、『花辺
文学』『且介亭雑文』『且介亭雑文二集」につい
ての解説がなされる。そして「一九三五年と一
九三六年の交りに、魯迅の健康は衰へて行くば
かりであつた」が、「息のある間は闘争の心を休
ませたことはなく、断続して書いたものは今『且
介亭雑文末編』に収められて居る」として、最
後に次のように述べている。（1：）
　此の時、深くなつて来た民族危機に押され
て全国統一戦線運動が表面化して来、文化・
文学界も動き出すやうになつた。左聯の停滞
と無形消滅とによつて行き詰まつた運動とし
て、革命文学戦線が新しい環境に応じて復興
しようとしたが、同時、左聯から残された悪
い傾向、運動を横道に引つ張つて行くやうな
傾向も生き甦らうとして居た。魯迅は原則上
の指導を与へると同時に、厳しい批判を加へ
ずにゐられなかつた。つまり彼の三十年間戦
つて来た、民族の解放と民族の進歩との分か
つべからざること、文学に於いては全国の文
学的力の団結と反動的文学影響への闘争及び
健全なる文学幹部の養成との分かつべからざ
ることを病気の身にも拘らずあくまで守つて
居た。そして彼は自ら統一戦線の中心に立ち
ながらも、鋭い批判で彼の此の道を説明した。
例へば病床で書いた時事短評iこれによつて
知るべし」などである。その最後の一節には、
当時起つた某事件により、或る新聞の児童文
芸欄は子供等に中国人は外国人を殺した時本
国人を殺したよりも倍に罪になるべきだと教
へたことに憤然として、此の奴隷道徳の説教
者を攻撃した。此れは彼の最後の時事短評で
あつたのである。
　一つの偶合ではあれ、彼は最初の小説鉦
人日記』に「子供を救へ」と絶叫したことと
最後の時事短評に、「子供を奴隷道徳の説教か
ら救ひ出せ」と怒誠したことを思ひ合せたら、
文章としての価値はどうであつても作者そし
て戦闘者として彼の心は奴隷になるのを願は
ない中華民族の児女を泣かせるものであ1）、
死亡と屈辱より入間としての生存権利を戦ひ
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取らうとする我等をして、彼の精神こそ我等
を導くものと思はせるものであらう。
5）　「即使屍骨被炸成了灰塵」（「たとえ遺骨が
　爆撃で灰燈となっても」1937年10月12日）
　日中戦争勃発後、上海から武漢へ移動する直
前、書籍等の整理中に一枚の書き付けを見つけ
た胡風は、魯迅死去の前日から当日にかけての
様子を回想する。さらに魯迅を記念する文章執
筆の際のエピソードが述べられている。〈12）
　上海を離れなくてはならなくて、そして離
れた後の命運は闘っている祖国の命運と共に
決まるので、書籍と日常生活用品を整理せざ
るを得なかった。手紙やノート、カードといっ
た類いを詰め込んだ小箱があり、整理してい
て、もともと保存するつもりであった物のう
ち、その大半をバラバラに裂いて捨ててし
まった。しかし、一枚の小型の西洋紙の便箋
に書かれた、すでに汚れて鐵のつい牟書き付
けをふと見つけた。その表には××路××
里×××号×先生、と書かれており、その脇
には、別の筆跡で、午前5時35分と書き添え
られていた。
　これを掴むと、私の手はすぐに止まり、同
時に心が一抹の黒雲に覆われたように感じ、
出発間際の忙しさと焦燥がすっかり消え失
せ、気持ちが深く静まりかえってゆき、まる
で親しい人の墓へと通じる薄暗い古道を歩い
ているようであった。その書き付けの表にあ
るその頃の私の住所は景宋夫人が書いたもの
で、脇に添え書きしてある時刻は内山完造氏
の筆跡であった。この書き付けを受け取った
のは1936年10月19日午前6時過ぎで、まさ
に上海の電波が震えながら全中国、全世界に
向かって魯迅先生の逝去という哀しい知らせ
を伝えている時であった。
　前日の18日、私が最後に先生のお宅を離れ
たのは、おおよそ午後5時前後であった。当
時、S医師はまだ居て、普段先生と話をする時
の口調で大声で「大丈夫、大丈夫」と言って
いた。しかし先生の様子を見ると、とても衰
弱していて、どうもあまり元気なく応答して
いた。義歯を取っていたため、両頬はこけて
おり、このため口のあたりの動作は、ことの
ほか骨が折れるようであり、声も幾分変わっ
ているようであった。しかし私は、これが永
遠の別れであるとは思いもしなかった。
　その晩はよく眠れず、気持ちがどうも安ら
かではなく、空が微かに明るくなってきた頃、
朦朧とした中で、隣の電話が鳴っていた（そ
の頃、私は隣の大家の電話を借用していた）
ようだが、私は、はっきりと目を覚ました後、
頭を上げてよく聞いたが、また聞こえなく
なった。このようなことを二回経て、とうと
う眠りについた。どのくらい寝たのかわから
ないが、誰かが声を出して呼んでいるようで、
身体を起こして見ると、女中がベットの前に
立って、人が訪ねて来たと言い、その一方で
一枚の書き付けを私に手渡した。書き付けを
引ったくって急いで見ると、一種のぼんやり
とした不吉な予感が私の全身を走り、すぐに
跳び起きて、表の門まで走ってゆくと、そこ
には、顔を見たことはあるが、姓名は知らな
い内山書店の中国人の青年店員が立ってい
た。
　「周先生がお亡くなりになりました、どう
かすぐにいらして下さい、車は外で待ってお
ります。」
　まるで一声の震震のようであり、また身体
に冷水を浴びせかけられたようでもあり、私
は一言もなかったが、すぐに部屋に戻り、全
身寒さで震えながら、無造作に服を着、驚い
て目を覚ましたMに向かって「周先生が亡く
なった……」と言った以外、私は次の言葉を
言うことができなかった。
　どのように家を出たのか、どのように車に
乗ったのか、今ではもうはっきりとしないが、
ただ、住居から通りまでの道を、私とその青
年店員は走って行ったことだけは覚えている
が、車に乗ってから後は平静になった。静か
に座りながら、後方へと流れて行く朝の市街
に気も止めず、考えも何かに集中させること
ができず、静かに座りながら、まるでこのよ
うに車に載せられて、できるだけ飛ばして無
尽の遥か彼方まで走り、無尽の地の果てまで
走ってゆくことを望んでいるようであった。
しかし、同時にまた正反対の感覚もあり、急
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いで着くことを切に望み、先生が、なおも紙
巻き煙草をくわえて考え事をしながら、あの
ポロポロの藤椅子に横になっているかもしれ
ない、というものであった。
　しかし、先生の部屋は一面静かであった。
入ると先生のお顔に一枚の白いハソカチが被
せてあり、静かにペットの上に横たわってお
り、いくつかの悲哀に満ちた顔が、静かにあ
たりを見守っているのが見えた。私は急いで
ベットの前までゆき、内山書店の店主がその
白いハソカチを捲り上げると、そこには、私
たちに無比の真心と知恵を感じさせたお顔が
あった。しかし今は目を閉じていて、昨日、
動作をするのが精一杯であるのが明らかだっ
た口は永遠に静止していた！私は突然こうべ
を垂れると、辛く熱い息吹が私の目にこみあ
げて来た。……
　おおよそ一時間後であろうか、「葬儀委員
会」が成立した。私に簡単な伝記を一編起草
するように、ということだった。その時、辞
退どころか躊躇することさえもできず、そこ
で他の何人かと、下の階の客間にある、先生
が普段来客と面会するのに使った長いテーブ
ルを囲んで座り、震える私の手で筆をとった。
最後に、「……彼が望む望まないにかかわら
ず、安心するしないにかかわらず、肉体の衰
亡は、ついに彼に戦闘の筆を置くことを迫り、
三十年来の、彼の血液を凝集させた貴重な文
学遺産および民族解放を求め民族の進歩を求
める神聖な仕事を若い戦闘者たちに残して、
突然永眠ぎれた。……」という意味の所まで
書いた時、全身が引きつり、全身が震えて、
私は完全に熱い涙の中に沈んだ。
　胡風、景宋夫人、そして曹白など魯迅の周囲
にいた者たちは、万国公墓にある魯迅の墓の様
子を見に行くことを提案するが、困難が多くて
果たせない。彼らは魯迅を記念する文章を執筆
することになる。
　思いがけずここで、私たちは意外にも簡単
に先生を記念する機会を得た。しかし、三晩
続けて、私は原稿用紙に向かって座っていた
が、筆をとると万感の思いが交錯し、先生を
記念する私の心を書き表すことはできなかっ
た。先生自身が柔石らを哀悼する時に言った
ことだが、彼は向子期の『思旧賦』が、なぜ
書き始めてすぐ終わるのか、その理由がわ
かった、ということであった。そして私は、
ほとんど書き出しの所さえ筆を下ろすことが
できなかった。
　しかし柏山の文章が郵送されてきた。ちょ
うど私が外出する時、郵便配達人の手から受
け取ったのである。私は通りを歩きながら読
んだが、そこに書かれていることは、私の多
くの記憶を引き起こした。ちょうど「私は精
神の微光で死者の霊魂とお互いに抱き合わせ
なければならない」というところまで読んで、
歩道の上にもかかわらず、私は熱い涙が瞼か
ら溢れるのを禁じ得なかった。
　そして瀟紅の言葉を思い出した。彼女は
言った。「今、みんな周先生を記念する文章を
書いているけれど、どうしても落としてはい
けません、周先生が亡くなって一年になるけ
れど、今、私たちは日本帝国主義と闘ってい
る……どうしてもこの一文は落としてはいけ
ません！」
　皆笑った。
　しかし、後日考えると、彼女の言葉は一つ
の偉大な真実を言い表している。民族の解放
を求め、民族の進歩を求める一切の闘争が、
またどうして魯迅先生と一つにつながってい
ないと言えるのか。先生の三十年来の戦闘路
線は新文化運動の主脈であり、さらに新文化
運動基本任務は帝国主義に圧迫され、帝国主
義に惨殺された中華民族の悲惨な運命に反抗
することである。そのため、先生の精神と帝
国主義は両立することはあり得ないのであ
り、今日、敵の砲火の下で先生を記念するこ
とは、先生にとって、私たちにとって、いず
れも得難い光栄である。この神聖な民族革命
戦争が大いに健全な発展を勝ち取ることがで
きさえすれば、最後の勝利を勝ち取ることが
できさえすれぽ、たとえ先生の遺骨が敵の爆
撃で灰儘となっても、私たちは悲しむことは
ない。それは、先生の精神は、真に自由、平
等、博愛の祖国の地に生きており、自由で幸
福な中i華の児女たちの心の中に生きているか
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らである。
一九三七年十月十二日深夜
　この文章の中で、瀟紅の「周先生が亡くなっ
て一年になるけれど、今、私たちは日本帝国主
義と闘っている……どうしてもこの一文を落と
してはいけません。」という言葉は「一つの偉大
な真実を言い表している」として、魯迅と「民
族の解放」、「民族の進歩」を結び付け、「先生の
三十年来の戦闘路線は新文学運動の主脈」であ
り、「先生の精神と帝国主義は両立することはあ
り得ない」という見方が示されている。また、
魯迅死去の前日から当日にかけての胡風の動静
と心情が、あたかも、読み手もまたその場にい
るかのように感じさせる臨場感をもって述べら
れており、この文章自体が一つの記録文学と
なっているようにも思われる。
6）　「関於魯迅精神的二三基点幽一紀念魯迅先
　生逝去一周年」（「魯迅精神に関する二三の基
　点一魯迅先生逝去一周年を記念する」1937
　年10月17日）
　魯迅の思想、文芸思想はどのようなものであ
るのか、その核心となるものは何であるのかに
ついて、胡風独自の概括を行った文章である。
以下に全文を訳出する。㈹
　魯迅先生の逝去以後、全国の哀悼の怒潮は、
何よりも雄弁に彼の戦績の偉大さを説明して
いる。しかしある人は、魯迅は一つの完全な
思想体系を創り出していない、と言う。
　確かに、魯迅の一生が歩んだ道は進化論か
ら階級論へと発展した。初期には、彼は、社
会は必ずや暗黒から光明へと進むと信じてお
り、自然科学の中から、一切の暗黒勢力に対
する反抗の根拠を探し当てたが、しかし後期
に至り、彼の思想中の物質論の要素が次第に
成長し、明確となった。進化論にせよ、階級
論にせよ、これらはいずれも魯迅本人が創造
した「思想体系」ではない、しかし、もし人
類数千年の歴史が…蓄積してきた人類の知恵の
貴重な路線から離れ、独創的に何か思想体系
といったものを作り出しても、それがたとえ
『大同書』の康有為や『東西文化及其哲学』
の梁漱漢でなくとも、せいぜい森林哲学のタ
ゴール、あるいは不協力主義のガンジーに過
ぎない。魯迅は封建勢力が一切を支配する中
国社会で生まれたが、しかし市民社会の発生
期から没落期までに到達した正確な思想上の
結論をしっかりと掴んでおり、断固としてこ
れを用いて祖国の進歩と解放を勝ち取るので
ある。これが彼の第一の偉大な所である。
　しかし、もし彼が、単に進化論と階級論の
紹介者、あるいは宣伝者でしかなかったら、
何も奇とすることもないが、しかし、彼は同
時に最も中国社会を理解し、最も旧勢力の
様々な戦術をわかっていた人であり、彼はこ
れまで進化論の大きな旗を掲げることはな
く、ただこれらの知恵を彼の神経繊維の中に
吸収するだけであり、r歩も緩めないで、旧
勢力とお互いに激しい白刃の血戦を行った。
思想の武装と旧社会に対する豊富な知識が彼
の戦闘の力量を形成した。思想運動の中でど
のくらい喜悲劇があったのかわからないが、
一部の人たちは、まったく中国社会を理解せ
ず、ただ風車を巨人と見なして一しきり大騒
ぎするだけで、その結果は、自分と幻影が一
緒に消えて無くなるのである。一部の人たち
は、中国社会に深く入り、中国社会を理解し
たいと思っているが、しかし、すぐに旧社会
の懐に飛び込み、いわゆる「ミイラ取りがミ
イラになる」のである。ただ魯迅だけが、旧
社会の一切を深く知り、そして死ぬまでずっ
と旧社会と全力を傾けて戦ったのである。こ
れはつまり、それら思想運動者たちは、ただ
概念的に幾らかの「思想」を掴んでいるだけ
で、容易に記憶し、また容易に無くしてしま
うが、魯迅は思想を自分の物に変えるのであ
る。思想本体のそれらの概念語句はほとんど
姿、形も消え失せ、表現されたものは、旧勢
力が気勢に押されて総崩れする彼の戦闘方法
と、絶対に旧勢力に軟化しない彼の戦闘の気
魂である。彼自身が言う。「旧い砦の中から来
て、情勢がわりとはっきりと見えたので、矛
を返して一撃を加えれば、容易に強敵を死地
に追い込むことができる。」（手元に調ぺるべ
き本がないので、大意のみを記す）魯迅は新
思想の紹介者、あるいは解説者ではなく、新
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思想を用いて武器とし、「旧い砦」に向かって
「矛を返す」一刀一血の戦士である。五四運
動以来、ただ魯迅一人だけが数千年の暗黒の
伝統を揺り動かしたが、その原因は、すなわ
ち彼の旧社会に対する深い認識から来るリア
リズムの戦闘精神の中にある。
　最後に、魯迅の戦闘にはさらに一つ大きな
特徴がある。それはすなわち「心」と「力」
が完全に一つに結びついているということで
ある。他の人は戦闘の時、ただ頭を使うだけ
で、いわゆる理知的であり、あるいはただ熱
血に依るだけであるが、しかし彼はそうでは
なく、冷酷な分析の中に愛憎の炎が燃焼して
いる。一いや、ただ愛することができ、憎
むことができるだけである、それゆえ彼の分
析は大いに冷酷で深いものとなり得る、と言
わなければならない。彼自身が言う。「殺すこ
とができて初めて生かすことができる、憎む
ことができて初めて愛することができる。生
かすこと、愛することができて初めて文とな
る」、彼のすべての作品を開いて見ると愛の心
が満ち溢れているか、怒りの火が噴出してお
り、たとえ一行の颯刺の中にも、彼の悪を憎
み、善を愛する真心が輝いている。これは一
人の偉大な戦士の基本条件であり、一人の偉
大な芸術家の基本条件でもある。彼の作品、
あるいは雑文があのように読者の心に力を生
じさせることができるのは、彼のペソ先の墨
滴の中に彼の血が混じっているからにほかな
らない。「食べるのは草で、絞り出すのは牛の
乳、血である」彼自身のこの言葉ほど、思想
家、戦士、芸術家が融合している彼の一生を
説明しているものはない。
　魯迅の一生は祖国の解放、祖国人民の自由
平等のために戦ってきたのである。しかし、
彼は時々刻々、「解放」というこの目標の傍ら
に、同時に「進歩」と呼ぼれる目標を置いて
いるのではない。彼にあっては、進歩のため
の努力がなければ、解放は充分に達成するこ
とができないものなのである。神聖な民族戦
争期の今日、魯迅の信念は明白に証明した。
彼が攻撃した暗黒と愚昧は、いかに民族の力
を浪費させ、いかに抗戦怒潮のさらに広大な
発展を妨げたのかを。勝利のために、私たち
は努力して彼に学ぶ必要がある。
　　　　　一九三七年十月十七日、漢口。
　魯迅は「一つの完全な思想体系を創り出して
いない」という考え方に対して、「魯迅は新思想
の紹介者あるいは解説者ではなく」、「思想を自
分の物に変える」のであり、「思想本体のそれら
の概念語句はほとんど姿、形も消え失せ」る、
としている。そして魯迅の思想の核心となる部
分について、「“心”と“力”が一っに結びつい
ている」、「殺すことができて初めて生かすこと
d・ｪできる、憎むことができて初めて愛すること
ができる、生かすこと、愛することができて初
めて文となる」とし、相対立する、全く正反対
と思われる人間の態度、感情を一体化したもの
とし、さらに「“解放”というこの目標の傍らに、
同時に“進歩”と呼ばれる目標を置いているの
ではない。彼にあっては、進歩のための努力が
なければ、解放は充分に達成することはできな
いものである。」と述ぺ、「解放」に付属するも
のとして「進歩」があるのではなく、「解放」と
「進歩」は同時に勝ち取られるべき、表裏一体
となったもの、同一線上のものとしてとらえら
れている。
7）「断章」（「断章」1939年10月4日）
　魯迅の遺志を継承してゆこうとする後進たち
の動静について述べられている。以下、その要
旨を見てゆく。（14）
　冒頭に魯迅の「摩羅詩力説」より「しかし精
神界の偉人は、人民大衆の寵児とならなかった。
不遇で落ちぶれて放浪し、ついには天折する。」
という一節が引用されている。
　1938年の冬、重慶で、胡風は知人のL君より、
魯迅逝去二周年の時、魯迅の生前に彼に痛く罵
られた人物が演説をして、「魯迅の腹心門弟たち
は、何の動静もない」と述べた事を告げられる。
胡風は一方で「慨嘆に堪えずの意」をもちつつ、
決して恥ずかしがることはないと考える。それ
は、「魯迅の腹心門弟たち」は「今日、粘り強く
戦うか、それとも落ちぶれて放浪するか、また
甚だしきは退役するか、今まさに、この偉大な
歴史時期の試練を経験しつつあり、まさに戦闘
中のその他の人々と同じである」と考えていた
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　からである。
　　魯迅逝去の当時には、「魯迅の名を取って商標
　にしようと」した人もいたが、現在、F当然先生
　を記念する人は無いと言うことはあり得ない。
　　“石があれば火種は消えることはない”、火種
　があれば、光を放ち炎を吐く。今日の栄光の民
　族学戦争の中で、そういった堅固な戦闘者たち
　は直接間接に先生の精神の哺育を汲んでおり、
　当然限定された千もの数、万もの数で計算する
　ことはできないが、大いに忠実に戦争の文芸工
作に服務することができ、その主脈は先生の生
命と密接なつながりがあるであろう。」としてい
　る。
　　そして魯迅先生の「真実を記念する方法の一
つは、先生自身の著作を広めるe；とであり、そ
れは大いに火種を灯すことができるからであ
　り、大いに光を放ち炎を吐く火種であるから」
である、そして倖運にも、夫人景宋女史と何
人かの友人たちの尊敬すぺき労力により全集が
出版された。」
　しかし、「不幸なことに内地ではほとんど冒に
することは」なく、胡風は「しばしば知人たち
の熱心なi洵跨にぶつかり、そのたびに必ず微か
な苦痛を感じる。まるで、先生を傷つけた大き
な力の支配者は、死老を鞭打つ力を大いにもっ
ていることを特に証明でもしているかのよう
に、全集が内地に来る権利はむざむざ剥奪され
て、まるで櫓迅全郷と“抗H文化”は何の
麗係も無いかのようで」あった。
　窮風は魯迅の言葉を引用し、「“私は私の血を
蔚猿に薦める”という、先生がまさに文学に従
事も始めようとしていた青年時代のこの誓いの
言葉は．娩年になって“私はまるで一一eeの牛でs
食べるのは草で、綾拙すのは牛の乳、血であ
る”とレう結びの言葉となった」とLている。
そして葬・・私は銘舞で火は包あない”［事実は隠
Lき轟なか、レつかはばれる、の意］という東
北九斑の諺を磐Uる」と述べ、魯迅逝去一周年
の際敦筆むたギ麗於轡愚糖神釣二三基点」より、
f魯逮の一匁期撰の解鈎祖国人民の自由平
等のため江戦って来たのである。しかし、彼は
時々亥彗々、鵜解放”というこの§標の傍らに、同
時に“進歩”と呼ぼれる舅標を置いているので
はない。彼にあっては、進歩のための努力がな
ければ、解放は達成することができないものな
のである」と述ぺた一段を回想している。
　そして、親日偲偶政権の樹立工作を進める注
精衛を批判して、「今日、私たちは解釈を更に少
しばかり前進さぜることができる。先生にあっ
ては、解放はまさに進歩のためであり、進歩が
不要な人は、結局のところ解放に背くことにな
るであろう。注精衛およびその群れをなす道化
たちは後者を証明しているが、奴隷となること
を望まない全中国人民の戦闘は、必ずや前者を
して新中国を創造する真理とするであろう」と
述べている。
　冒頭には「摩羅詩力説」の一節が引用されて
いる。胡風は、“精神界の偉人”魯迅の遺志を継
承しようとしている自分自身、そして魯迅の後
進たちを“摩羅詩人”と見なしていたのだろう
か。そしてまた、魯迅のみならず、胡風自身、
そして後進たちの夫折やその後の多難な境遇
を、すでに予見していたのであろうか。
8）「『過客匪小釈」（「『過客』小釈」1939年10
　月）
　魯迅逝去三周年記念のため、魯迅の「過客」
を劇にして上演することになり、劇協［中華全
国戯劇界抗敵協会」を指す］がこの工作を担当、
胡風が「過客」を解説する本文を書いた。㈹
　まず散文詩集『野草匪に収められた作品が執
筆された時期の社会背景が述べられる。そして
『野草3中の作品の特徴について述べる。
　これらの作品を開いて読むと、わたしたち
は一つの明らかな特徴を目にすることができ
る。一つの面は、腕をまくって出陣するよう
な壮烈な格闘であるが、もう一つの面は、絶
望に近い沈痛の哀歌である。
　この時期の先生の戦闘についてs一つの性
格的な説明をしようとするのは、頗る容易な
ことではない。しかし、私はここで一点を提
起したいと思う。五四以来、革命の思想力量
は、この時になってx初めて革命の政治力量
に発展し、そしてこれに対抗するために、反
動の政治勢力が初めて意識的に反動の思想勢
力と親密に連合し、宿命のような残酷な容貌
を現したのである。先生の格瑚は、言うまで
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もなく「言わずとわかる」南方の革命怒潮と
お互いに呼応したものであるが、しかし先生
の、全民族生活の地盤からの、人類史におけ
る生存を争い進歩を争う視野のために、そし
ていわゆる「新」文化陣営のいくつかの隊列
が、初めてはっきりとした行動を反動勢力の
懐に投げつけたために、彼は一時の「政治的
興奮」を越えて、現実生活の深い処を目にせ
ざるを得ず、そのため彼は、思わず沈痛の哀
歌を歌い出したのである。
　「過客」、「孤独者」中の人物と魯迅が重ねて
述べられる。
　それらの哀歌の中の、最も沈痛なものは、
「過客」と「孤独者」である。
　「孤独者」の中の魏連受と同様に、この過
客もすなわち先生自身である。しかし、確か
に先生自身であるが、また格闘する先生自身
と同じく存在する、哀しく歌う先生自身に過
ぎない。しかし、確かに哀しく歌う先生自身
ではあるが、まさに格闘する先生自身と密接
な関係をもたざるを得ないのである。
　「過客」中より、過客の哀歌として、彼の言
葉が引用される。そして彼の「愛に対する愛、
憎しみに対する憎しみは、もうこれ以上強くな
らないほどの強さにまで強められたのである」
としている。
　人民の戦±は、しかし孤独の戦士であり、
彼は格闘し、彼は哀歌を歌い、彼は一九二五
年の、妖怪化け物たちの中華大地の北京城内
に屹立する。
　まさに格闘から発せられたこの哀歌である
がために、あるいは哀歌から発せられた格闘
であるがために、彼は「あの前方の声」を追
い駆けて、両足から血を流しながら、前に向
かって歩いて行かざるを得ないのである。
　1926年になってからの魯迅について述べら
れる。
次の年になり、彼は悲償にかられ、「三一八」
の殺人者の顔についた血の汚れを名指しで罵
らざるを得なかった、続いて南方に逃れ、満
人に対して最後まで抗戦し屈しなかった鄭成
功の遺した城吐を偲ばざるを得なかった、続
いてさらに南方に逃れ、叛徒の遺体を撫でな
がら泣かざるを得なかった……
　丁血債は必ず同じもので返済しなければな
らない」、それ以後私たちは、彼の、敵を攻撃
する槍の影を見ることができるだけである。
　「過客」中の人物の言葉である「前の方でそ
の声が聞こえると、行かざるを得ない」、「足が
破れて血が出ても、行かざるを得ない」という
ところなど、魯迅の生き方、格闘の入生そのも
のと言えるかもしれない。
2．おわりに
　以上、1939年までの胡風の文章を見てきた。
前章で述ぺた内容と重複することになるが、彼
の文章を通読して気づいたこと、考えたこと等
をまとめてみることにする。
　胡風は、魯迅の三十年来の文学活動を「新文
化運動の主脈」として、民族の解放と民族の進
歩を勝ち取る運動、すなわち反帝国主義と反封
建主義の運動と位置付けている。そして、この
解放と進歩は、どちらか一方に付属するような
ものではなく、同時に勝ち取られるべきもの、
表裏一体となったものとして認識している。
　胡風は、その文学創作の方法について、魯迅
の文学活動から、作家の「主観の作用」を見て
取っている。
　また胡風は、魯迅文芸思想の核心となる部分
について、r“心”と“力”が一つに結びついて
いる」として、「殺すことができて初めて生かす
ことができる、憎むことができて初めて愛する
ことができる、生かすこと、愛することができ
て初めて文となる」という魯迅の言葉を引き、
一般に相対立する、正反対のものと思われる入
間の感情、態度を一体化したものとしてとらえ
ている。
　胡風は、魯迅や、その遣志を継承しようとす
る自分自身、そして後進たちを「摩羅詩人」、す
なわち悪魔派の詩入と重ねて考えているように
も思われる。
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　胡風は、魯迅が子供の存在、児童の教育を重
視しているのと同じく、「幼い者」、「青年」の存
在を意識し、次世代の育成を考えている。
　胡風の魯迅追悼の文章は、それが彼の死去を
悼み悲しむ内容にせよ、彼の戦闘精神を讃える
内容にせよ、同じ文節を反復して用いる詩的な
表現が多く見られる。また読み手に、あたかも
その場に居るように感じさせる臨場感があり、
それ自体が、詩的要素を含んだ一つの記録文学
のように思われる。
　胡風自身が、「魯迅は一つの完全な思想体系を
創り出していない」という批判に対して、魯迅
は「新思想の紹介者あるいは解説者」ではなく、
彼は「思想を自分の物」に変え、「思想本体のそ
れらの概念語句はほとんど姿、・形も消え失せ」
る、と反論しているのと同様に、胡風も魯迅の
文芸思想を体系的に理論化して整理しているわ
けではない。むしろ魯迅の「熱情」、「気醜」な
どといった、理論的に表現するのが難しい、あ
る種の精神状態を重視しているように思われる。
　そのため、胡風の、文芸思想上の魯迅の影響
を考えるにあたっては、文章上の筋道（論理性）
だけではなく、彼の文章から感じ取れる情緒的、
感情的な、理論的に表現するのが難しい要素、
そしてさらに彼の文壇での具体的な行動、その
全体に留意するのがよいのではないかと思われ
る。　　　　　　　　　　　　　　’
［注］
（1）胡風『胡風全集』第9巻（湖北人民出版社、
　　1999年）180頁。この書簡の差し出し日に
　　ついては、同書編者注によると、「この手紙
　　には月日が記されていない。『魯迅日記』
　　1926年1月17日の記載に“午前張光人の
　　手紙を受け取る”とある。便箋に“国立北
　　京大学用便箋”と表示されており、胡風『我
　　的小伝』によると、彼は南京で5・30学生
　　運動に参加した後、“北京に至り、北京大学
　　予科に入る”とある。これから推断すると、
　　胡風のこの手紙は1月17日以前に書かれ
　　たことになる」としている。
（2）胡風「S胡風評論集』後記」『胡風評論集』
　　下冊（人民文学出版社、1985年）372頁。
（3）胡風『胡風評論集』上冊（人民文学出版社、
　　1984年）297　一一　301頁。
（4）同上、319～323頁。
（5）胡風『胡風評論集』上冊（人民文学出版社、
　　1984年）335～340頁。
（6）改造社『大魯迅全集』の編集と出版に至る
　　までの過程について、馬蹄疾氏は『胡風伝』
　　の中で次のように述べている。
　早くも魯迅の在命中、胡風はすでに魯
迅の委託を受けて、日本の改造社から出
版される『魯迅雑文選集』の、鹿地亘の
口述訳の手伝いをしていた。鹿地ほ中国
語の基礎が劣っており、魯迅の雑文に対
する理解は充分でなく、当時魯迅はまさ
に病中で、彼に一字一句口述訳すること
ができず、この任務を胡風に渡した。胡
風がちょうど鹿地に口述訳をしている
と、魯迅は突然逝去した。改造社はそこ
で出版計画を変更し、もともと出版する
つもりであった『魯迅雑文選集』を、魯
迅の小説、散文、雑文、書簡を含んだ『大
魯迅全集』の出版へと拡大し、小説を増
やしただけでなく、散文と書簡、雑文も、
もともとの数量と比べて数倍に拡大し
た。胡風と許広平、内山完造および佐藤
春夫らが改造社に招聰されて『大魯迅全
集』編訳顧問となった。1937年初めに開
始し、七七事変発生までの半年の時間で、
胡風はほとんど毎日鹿地亘に替わって魯
迅雑文の解釈と口述訳の仕事を行った。
　・さらに同全集の第3、4、5巻の「解題」
について、胡風の回想録の中の記述、およ
び1984年11月17日に胡風が日本の友人
釜屋修氏に宛てた手紙の内容を挙げて、こ
れらの「解題」は胡風自身が書いたという
ことを明らかにしている。馬蹄疾『胡風伝』
（四川人民出版社、1989年）102～103頁。
　またこの三編の「解題」は、後に中国語
に翻訳され、『魯迅研究年刊』（1990年）に、
「伍巴」訳「為日訳本『大魯迅全集』所作
的三篇解題」として発表され、胡風『胡風
全集』第5巻（湖北人民出版社、1999年）
235～246頁にも収められている。
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　　　中国国内で出版された『魯迅全集』（1938
　　年）に関しては、胡風は「魯迅全集発刊縁
　　起」『七月』第3集第4期（七月社、1938年
　　6月6日）を発表しており、これもr胡風
　　全集』第5巻（湖北人民出版社、1999年）
　　359～362頁に収められている。
（7）　『大魯迅全集』第3巻（改造社、1937年）
　　469～470頁。
（8）同上、470頁。
（9）同上、471頁。
⑲　『大魯迅全集』第4巻（改造社、1937年）
　　496～497頁。
（11）　『大魯迅全集』第5巻（改造杜、1937年）
　　406～407頁。
⑰　この文章の初出は、胡風編『七月』第一期
　　魯迅先生逝去周年記念特輯（七月社、1937
　　年10月16日）31～32頁であり、本稿の訳
　　文はこれによった。これに対し、胡風『胡
　　風全集』第4巻（湖北人民出版社、1999年）
　　60～64頁に収められたものは、表題が「即
　　令屍骨被炸成了灰儘」となっており、さら
　　に内容の面で、魯迅死去の当日、「葬儀委員
　　会」が成立し胡風が魯迅の伝記を起草する
　　という記述の、伝記の内容を述ぺた箇所が、
　「……彼が望む望まないにかかわら
ず、安心するしないにかかわらず、身体
の衰亡はついに、彼に血液を凝集させた
貴重な文学遺産および民族解放を求め民
族の進歩を求める神聖な仕事を若い戦闘
者たちに残すよう迫り、突然永眠され
た。……」
　　となっている。この改編は胡風自身による
　　ものかどうか、確認されるぺきであろう。
㈲　胡風『胡風評論集』中冊（人民文学出版社、
　　1984年）9～11頁。その他『希望』第2集
　　第4期、（上海中国文化投資公司版、1946年
　　10月）、『民族戦争与文芸性格」（希望社、
　　1946年4月）、『剣・文芸・人民』（泥土社、
　　1950年10月）などに所収。
ω　胡風『胡風評論集』中冊（人民文学出版社、
　　1984年）89～91頁。その他『七月』第4集
　　第3期（七月社、1939年10月）、1民族戦争
　　与文芸性格』（希望社、1946年4月）などに
　　所収。
㈲　胡風『胡風評論集』中冊（人民文学出版社、
　　1984年）92～94頁。その他『民族戦争与文
　　芸性格』（希望社、1946年4月）所収。
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